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A． 産総研における PFAS 研究の歴史(公開済みポスターの提供等) 

 
  A-1.「The first environmental survey of perfluorooctane sulfonate (PFAS) and related 
compounds in Japan」（谷保ほか、DIOXIN2002、2002、Barcelona, Spain） 
  A-2.「Trace level analysis for per- and poly- fluorinated compounds」（谷保ほか、An 
International Symposium on Fluorinated Alkyl Organics in the Environment、2005、
Toronto, Canada） 
  A-3.「A new solid phase extraction method for short- and long-chain perfluorinated acids 
and fluorotelomers in water and biota」（谷保ほか、DIOXIN2005、2005、Toronto, Canada） 
  A-4.「Trace analysis of volatile and non-volatile perfluorinated chemicals in water 
samples using HRGC-MS/MS and HPLC-MS/MS」（谷保ほか、PacifiChem、2010、
Honolulu, USA） 
  A-5. 「 Environmental degradation of perfluorocalboxilic acids (PFCAs) and 
perfluorosulfonic acids (PFSAs)」（谷保ほか、DIOXIN2013、2013、Daegu, Korea） 
  A-6.「Trace analysis of PFOS and related chemicals in atmosphere using cryogenic air 
sampler (CAS)」（山崎ほか、ISPTS2014、2014、Hong Kong, China） 
  A-7.「Estimation of possible input of PFOS related chemicals into the ocean by the 
earthquake 3.11 and following Tsunami」（山崎ほか、Mini Workshop for the Open 
Scientific Forum 、2014、Tsukuba, Japan） 
  A-8.「The International Standardization of Poly and Per-Fluorinated Alkyl Substances 
(PFASs) Measurements in Water Samples」（谷保ほか、SETAC-US、2016、Orland, USA） 
  A-9.「Environmental kinetics of PFASs in rice paddy field, Japan –  the lysimeter 
experiment - 」（Pan ほか、DIOXIN2016、2016、Firenze, Italy） 
  A-10.「Volatile polyfluorinated chemicals in Japanese inland and oceanic air」（Kwok ほ
か、DIOXIN2016、2016、Firenze, Italy） 
  A-11.「Size specific distribution analysis for perfluoro alkyl substances in atmospheric 
particulate matters - sampling method development and indoor/roadside air 
concentration」（Hui ほか、DIOXIN2016、2016、Firenze, Italy） 
  A-12.「Development of cryogenic air sampler for trace analysis of perfluoro alkyl 
substances in atmosphere」（山崎ほか、DIOXIN2016、2016、Firenze, Italy） 
  A-13. 「 Freshwater pollution by emerging chemicals in India in comparison with 
developed country」（鈴木ほか、DIOXIN2016、2016、Firenze, Italy） 
  A-14.「New technology for non-target analysis of perfluorinated substances(PFASs) in 
ambient air using cryogenic air sampler (CAS)」（Makhija ほか、ISPTS2017、2017、
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Nagoya, Japan） 
  A-15.「Environmental alteration of perfluoroalkyl substances by photodegradation」（谷
保ほか、DIOXIN2019、2019、Kyoto, Japan） 
  A-16. 「 Application of cryogenic air sampler to monitor per- and polyfluoroalkyl 
substances in the atmosphere」（Huiju ほか、DIOXIN2019、2019、Kyoto, Japan） 
  A-17.「Occurrence, spatial, and vertical transportation of per- and polyfluoroalkyl 
substance in the South China Sea」（Huiju ほか、DIOXIN2019、2019、Kyoto, Japan） 
  A-18.「Potential input of PFAS into the Japan Sea」（山崎ほか、DIOXIN2019、2019、
Kyoto, Japan） 
  A-19.「Accumulation of perfluoroalkyl substances in lysimeter-grown rice in Japan」（山
崎ほか、DIOXIN2019、2019、Kyoto, Japan） 
  A-20.「Assessing exposure to legacy and emerging per- and polyfluoroalkyl substances 
via hair – the first nationwide survey in India」（Ruan ほか、SKLMP2021、2021、Hong 
Kong, China） 
  A-21.「PFAS 含有泡消火剤環境修復技術のまとめ (抜粋版)」(Lutz Ahrens ほか、沖縄
ライフサイエンス研究センター、琉球大学、2022 年、沖縄県) 
  A-22.「PFAS 分析法比較」水試料中 PFAS 分析法国際規格の特長 – ISO25101 から
EPA Draft 1633 まで (会員の要請により 2021 年 12 月作成、近日更新予定) 
  A-23.「PFAS 環境修復技術関連の主要文献リスト」( 2022 年まで, PFAS 対策技術コ
ンソーシアム版) (会員の要請により 2023 年 2 月 20 日公開)会員限定ページへ移動しま
した 
  A-24.「土壌中 PFAS 除去技術実証試験結果」(日本語文献 11 参照) 
  A-25.「PFAS 分解技術関連の主要文献リスト」( 2023 年 4 月まで, PFAS 対策技術コ
ンソーシアム版) (会員の要請により 2023 年 5 月 30 日公開) 会員限定ページへ移動し
ました 
 A-26.「PFAS 対策技術コンソーシアム国際講演会(2023 年 10 月 17-19 日開催)の概要
報告」 (重要な講演のみ日本語訳を会員限定ページに追加予定) 
 A-27.「総 PFAS 測定と欧州 ECHA 規制案に関して (2023 年 12 月 1 日)」 （2023 年
10 月、PFAS 対策技術コンソーシアム国際講演会、NILU、 Vladimir Nikiforov 博士） 
 A-28.「欧州 PFAS 対策技術現地見学会事前調査報告(一般向け概要版)と第一回欧州
PFAS 対策技術現地見学会申し込み方法」 
 A-29.「ペルおよびポリフルオロアルキル化合物（PFAS）の環境研究の動向～分析方法
を中心に～」谷保佐知、2023 年度産学連携学会九州支部ネットワーク会議(2024 年 3 月
19 日) 
 A-30.「欧州 PFAS 対策技術現地見学会報告簡易版」  
 A-31.PFAS 対策技術コンソーシアム新着ニュースの例 (会員のみに不定期配信してい
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る海外最新情報の例です。海外 PFAS 専門家の定期会議で議論されている最新研究論
文、政府レポート、NGO レポート等を厳選して配信しています) 7 月ニュース 9 月
ニュース  
 A-32.東洋経済オンラインに掲載された谷保副部門長他の取材記事 (サーモフィッシャ
ーサイエンティフィック 制作：東洋経済ブランドスタジオ)  
「健康影響が懸念される「PFAS」、どう測定する？ PFAS 対策に欠かせない「測定技
術」の重要性」  
 A-33. (2025 年 2 月 26 日) 「令和６年度 産学連携学会ネットワーク会議セミナー、
PFAS 対策技術の問題点 - 半導体産業を例として -」、(2025 年 2 月 19 日) NSC 定例勉
強会「PFAS 汚染に対し企業はどう取り組んでいくか」、2 件の講演資料の抜粋 (4 月掲
載予定) 
 

B． 日本語文献 
19. 特集 : PFAS 対策の動向 「PFAS 地政学と対策技術の問題点」山下信義、「ペルおよび
ポリフルオロアルキル化合物の測定技術の研究動向」谷保佐知、クリーンテクノロジー 
2025 年 6 月号 (日本工業出版)  
18. PFAS 対策の動向 : 特別寄稿 「国内 PFAS 対策技術の問題点 – 半導体産業を例とし
て」山下信義、INDUST(いんだすと) 451 号 (全国産業資源循環連合会 発売日 2025 年 05
月 05 日)  
17. 「ABS 樹脂（ペルフルオロアルキル化合物分析用: NMIJ CRM 8155-a）中の総フッ素定
量」羽成修康、山﨑絵理子、中村 圭介、和田 彩佳、三浦 勉、分析化学、Vol.74, No.1-2, 
(2025)  こちらをクリック   
16．「PFAS の規制動向と対応技術」(2024 年 6 月末公開）羽成修康、山﨑絵理子 
第 2 章 4 節 PFAS の定量分析のための認証標準物質   こちらをクリック   
15．市原真紀子，浅川大地，東條俊樹，谷保佐知，山下信義「ISO 21675 に基づく PFAS 水
質分析におけるサロゲート回収率低下要因の検討及び大阪市内河川調査」 環境化学 
Vol.34, pp.48-60, 2024 こちらをクリック 
14．山下 信義, 谷保 佐知, 山﨑 絵理子, 羽成 修康「ペル及びポリフルオロアルキル化合
物分析技術」— PFAS 海洋化学から PFAS 農業化学へ—, 土壌の物理性, 2024 年 156 巻 
p. 41-48 こちらをクリック 
13．殷 熙洙, 山﨑 絵理子, 谷保 佐知, 山下 信義「農業環境における PFAS について」土
壌の物理性, 2024 年 156 巻 p. 49-57,    こちらをクリック 
12．谷保佐知、山下信義、「ペルおよびポリフルオロアルキル化合物の測定技術の最新動向
と将来展望」月刊技術士、2024 年 2 月、ｐ.8-11 
11．山﨑絵理子, 谷保佐知, 羽成修康, 三木芳恵, 金子蒼平, 山下信義「液状活性炭注入によ
る黒ボク土中 PFAS 安定化技術の ISO21675 を用いた評価」   分析化学、2024 年 73 巻 1.2 
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号 p. 31-37 こちらをクリック 
10．海洋観測ガイドライン(和文第 5 版 2023 年 6 月公開）こちらをクリック  
  第 5 章 残留性有機汚染物質 G1005JP (2018Feb.) 山下信義・谷保佐知・山﨑絵理子 
  第 6 章 新規残留性有機汚染物質（2013 年以降追加物質） G1006JPr1 (2022June) 
9．「GC-Orbitrap-HRMS を用いた日本及び中国環境大気中の揮発性ペル及びポリフルオロ
アルキル化合物分析法の開発」谷保佐知、山﨑絵理子、羽成修康、山本五秋、山下信義 
分析化学、Vol.72, No.7-8, pp.307-316 (2023)こちらをクリック  
8．谷保ほか、環境技術, vol51, no 5, p6-11，2022 年「ペルフルオロアルキル化合物の 国際
標準分析規格と今後の展望」 
7．山下ほか、現代化学 5 月号，p52-56，2022 年「PFAS とは何か？‐環境測定・リスクお
よび対策‐」 
6．山下ほか、水環境学会誌 9 月号，2020 年「水および大気中有害物質トレーサー研究の最
前線 - ペルフルオロアルキル化合物(PFAS)とビスフェノールを中心に」 
5．山下ほか、月刊海洋 / 号外 No.58, 2016 年「環境変動トレーサーとしてのペルフルオ
ロアルキル化合物」 
4．山下ほか、月刊海洋 / 号外 No.55, 2014 年「ペルフルオロオクタン酸関連物質の外洋
汚染全球図開発のための国際共同研究」 
3．山下ほか、同位体環境分析、丸善、2013 年 
2．谷保ほか、シンセシオロジー、Vol 5 (4), p261-276, 2012 年 「有害化学物質の環境分析
法の標準化 – 最先端の分析技術を用いた国際的化学物質管理への貢献 - 」 
1．谷保ほか、環境管理 Vol 47 (3), 2011 年「PFOS/PFOA の国際標準分析法 ISO25101 の
確立」 
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Yeung. Biochar from paddy field - A solution to reduce PFAS pollution in the environment, 
Chemosphere, 2024. 143073. こちらをクリック 
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